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新年あけましておめでとうございます。皆様には、健やかに
新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。
2026年も当院は南河内医療圏における地域の中核を担う
医療機関として貢献をしていきたいと考えています。地域医療
施設の皆様におかれましても、なお一層のご支援、ご鞭撻を
お願い申し上げます。

さて、このところの医療情勢は大変厳しいものがあります。
特に医療機関の経営に関する報道が頻回になされている
状況は、おそらく過去にはなかったことです。コロナの際に
「未曾有の」という言葉がよく使われました。全く内容は異なり
ますが、医療提供体制を脅かす未曾有の事態と感じています。
こうした状況ではありますが、私ども医療従事者が忘れては
ならないのは医療の原点である患者さんに真摯に向き合う
ことであると思います。国立病院機構の基本理念にある「患者
の目線に立って懇切丁寧に医療を提供する」ということを
改めて肝に銘じて本年もスタートしたい所存です。

さて今年は午年です。「馬」ではなくなぜ「午」の字が使われ
ているのか？素朴な疑問であり、これを話題にしようかと
思いましたが、簡単に書ける内容ではありませんでした。今は
検索すれば情報が得られる時代で、興味のある方はお調べ
下さい。代わりに、午年に関連して今年は丙午（ひのえうま）
とのこと。丙（ひのえ）は、「火」の要素を持ち、太陽や明るさ、
生命のエネルギーを表すとされ、疾走する馬と合わせて、
丙午の年は「勢いとエネルギーに満ちて、活動的になる」年に
なると考えられているとのことです。今年をそのような年と
したいものです。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

新年のご挨拶 大阪南医療センター 院長　小田 剛紀
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胸背部痛、呼吸困難、動悸等
循環器疾患が疑われる際には
緊急対応連絡先へご連絡ください。
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免疫異常疾患研究室長、免疫内科医長　高松 漂太
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